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日本における人体有線条虫感染の第１O例について
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(昭和49年９月１３日受領）

１～２回の頻度でマムシ料理を食べている．マムシは目

玉，心臓，肝臓を生で，また肉は刺身で食べ，生血を飲

んでいる．また７～８年前に赤蛙を生で食べたことがあ

り，馬肉の刺身は３～４年前から，また牛のレバーの刺

身は10年位前から食べている．サワガニは唐揚げで食べ

る．海や川に釣りに行くと獲物をその場で生のまま食べ

るなど，生食習'慣の極めて強いことが特徴的であった．

治療：治療にあたって，先ず５月12日午後４時，硫酸

マグネシウム309.を投与，夕食を与えずに午後10時，

再度硫酸マグネシウム159.を投与，就寝せしめ，翌１３

日午前７時，アテブリン0.29.ずつを５分おきに５回，

計1.09.を投与，９時に硫酸マグネシウム309.を服用

せしめた．硫酸マグネシウム服用後約４時間で排便と同

時に写真１のように頭節をそなえた完全条虫体７条と多

数（1,172個）の分離体節の排虫がみられた．

わが国における有線条虫（MsoceszoMes〃Zeams）の

人体寄生例は1942年小坂の報告以来９症例を数えており

(伊藤ら，１９６２；森下ら，１９６４；萩原ら，１９６４；田中ら，

1967；ＫａｍｅｇａｉｅＺａＬ１９６７；熊田ら１９７２；森下ら，

1973)，その感染源もヘビ類を疑う報告が多い．

著者らもマムシの生食常習者から排出された虫体が

ＭＺ〃ａｍｓと同定された条虫寄生例を経験したので，

わが国における有線条虫症の第10例として報告する．

症例

患者：松○正○，４６歳，男，神奈川県横浜市に居住，

町工場に勤務し，旋盤などの取扱いに従事している．

主訴：腹部膨満感，虫体（分離体節）の糞便内排出．

家族歴および既往歴：本症と関連のある特記事項な

し．

現病歴：昭和49年２月頃から腹部が張るような感じが

あった．しかし下痢・便秘はなかった．

昭和49年４月６日排便後，糞便内に「白い虫」が多数

ついていることに気付く．その後毎日虫体の排出があ

る．

５月９日，医科学研究所付属病院を訪れた．自然排泄

分離虫体を検鏡した結果，Msoceszo枕ｓ属条虫症と診

断されたので駆虫の目的で同内科に入院せしめた．

入院時臨床検査所見：入院時の血液学的，また生化学

的検査成績，尿および糞便検査成績には異常所見はみら

れなかった．

患者の特異的な食習慣：１０年前から神奈川県川崎市の

ヘビ料理店で，以前は２～３カ月に１度，最近は１年に

駆出虫体の形態

排出直後の虫体はわずかに動く程度で，アテブリンに

よって黄色に着色していた．全体的にやや厚く，筋肉質

で排泄直後生理食塩水中で軽く伸ばした状態での体長は

各々65ｃｍ，４０ｃｍ，４５ｃｍ，４０ｃｍ，５５ｃｍ，３０ｃｍ．および５５

ｃｍで，体節数は約600（55ｃｍの虫体で）みられた（写

真２）．

排泄虫体は全て頭節を有し（カバーグラスで軽く圧平

した大きさは346Jα×468,(ｚのほぼ方形に近い形をしてい

た．写真３)，４個の吸盤（ほぼ円形に近いか卵形をし

ており，大きさ166-187β×165-234"）を有していたが，

鉤や吸溝は見られなかった．

以下に述べる各部体節の形態はBouin固定，Ａｌｕｍ‐＊現東京医科歯科大学医動物学教室
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carminもしくはhaematoxylin染色標本によって観察

したものである．

頭部は約５～６ｍｍで次第に片節の形態が明らかと

なる．

幼弱体節は大きさ0.18-0.2ｍｍ×0.66-0.8ｍｍ、で横

径が長い．各体節は前方に狭く，後方に広がり，後端は

次の節の前端より幅広く，後角は遊離している．生殖器

のうち陰茎嚢，卵巣，卵黄腺などは認められるが，子宮

および副子宮は未分化である（写真４）．

成熟体節は大きさ0.5-0.9ｍｍ×1.3-1.95ｍｍで，や

はり横径が縦径に比べて大である．雌性生殖器は十分発

育し，片節後方に１対ずつの卵巣と卵黄巣を認め，中央

にやや蛇行する子宮が走り，その内部には未熟の卵子が

既に認められる．

老熟体節はその大きさ2.22-2.64ｍｍ×1.40-1.80ｍｍ

で横径よりも長径が大となる（写真５）．体中央に長大

な子宮(大きさ0.78-1.24ｍｍ×0.104-0141ｍｍ）が蛇行

して認められ，その後方には特に膨大な副子宮がみられ

る．極めて厚い壁（最大厚71/u-166ﾉu）から出来た副子宮

は大きさ0.60-0.80ｍｍ×0.48-0.52ｍｍの不正楕円形

で，内部に多数の虫卵を臓し，肉眼でも明らかに白点と

して認められる．睾丸は殆んど退化して，その存在は認

められないが，卵巣や卵黄巣は痕跡的に残っている．陰

茎嚢は見られるものもある．大きさは82-91’×58-65ﾉu、

虫卵は老熟体節の副子宮内虫卵で大きさ38.6（36.0-

40.2）似×30.7（28.8-34.6）βを示し（写真６)，比較

的薄い卵殻を有し，不正楕円形をなす．中に六鉤幼虫を

含んでいる．

以上の頭節，体節における陰茎嚢，睾丸，副子宮など

の大きさ，形態から本虫はＭＪｉ"eaz"ｓと同定された．

考察

MbsocesZo/此ｓ属条虫の人体寄生例は，現在世界で１４

症例が報告されており，そのうちの９症例はわが国から

の報告で（後５例は韓国１例，アフリカ１例，アメリカ

３例)，わが国における感染者の多発が目立っている

患者より見出された種類に関しても，Ｃhandler(1942）

の米国東部テキサス地方の生後13カ月の子供から見出さ

れた虫体，メキシコの５歳の子供からの虫体（Gleason

andHealy，1967）およびＮｅｗＪｅｒｓｙの14カ月の子供

から見出された虫体（GleasoneZaZ，1973）は全てＭ

Uα伽/ｉｓと同定され，アフリカの１例（FainandHe‐

rin，1954）もおそらく新種であろうと述べられている

のにくらべて，わが国ならびに韓国の症例（Choiet

all，1967）は全てＭＺｉ"eaZ"ｓもしくはその近縁種と

同定報告されている点，極めて疾病地理学の上で興味が

ある．また感染者の年齢についても，表１にみられるよ

うにわが国では全て成人（30～57歳）からの報告である

のに比べて，アメリカおよびアフリカの４例は１歳から

５歳までの幼児である点も推測される中間宿主の摂食と

関係して興味がある．

MbsaesZo/ａｅＳ属条虫の種類については熊田ら（1972）

が種々の報文にみられる記載種を数えたところ，未確定

種および所属不明のものまで含め約35種類に達すること

を見出しているが，３人以上の分類学者が独立種と認め

ているのはわずか８種にすぎないと述べている．これら

の種類のうち，わが国ではイヌ，ネコなどからＭ

//"eａｍｓのみが報告されていたが，最近Sawada＆

Ｋｕｇｉ（1973）がわが国産のタヌキから１新種Ｍ．Ｐα"

c//esr/c"Z"ｓを報告している．

MbsoceslIMICs属の生活史，特にその第１中間宿主の

存在についてはWitenberg（1934）が，おそらく糞食

性の昆虫であろうと報告しているが，確実なことは全く

不明である．ただtetrathyridiumをもった第２中間宿

主に関しては鳥類，ヘビ類，カエルなどからの報告があ

り，終宿主への感染はそれらの動物の哺食によると推定

されている．わが国におけるMBsocesro枕ｓのtetrat‐

hyridiumの報告は久木（1971）のキジ，熊田ら（1972）

のマムシからの報告があり，特に熊田ら（1972）は，マ

ムシからのtetrathyridiumをネコ，ラット，マウスに

感染せしめ，２頭のネコから得られた７条の成虫がいず

れも肱肋ZeaZ"ｓと同定され，熊田ら（1972）が人体

から見出し報告した種類との間に著しい差を見出すこと

は出来なかったと報告している．

以上の点，ならびに表１に示した今回の症例をも含め

たわが国におけるMbsoceszoic/Cs属条虫感染の10症例は

主として強壮剤的な意味でヘビ類（主としてシマヘビ，

マムシ）の肝臓，心臓，胆嚢，筋肉の生食，あるいは生

血を飲んでおり，このような生癖が本条虫感染に関係が

あることが推定され，このことはすでに熊田ら（1972）

も指摘しているところである．

結論

１．横浜市在住の46歳の男性が，腹部膨満感ならびに

条虫体節の糞便内への排出を訴えて1974年５月入院，

MbsocesZoiaes属条虫症と診断され，Atebrinの投薬に

（５３）



378

言
①
［
の
．
旨
ご
望
め
⑤
［
⑤
＠
。
】

｛
の
」
①
［
の
．
『
ご
適
い
口
渭
昌
の
恒
○
】
言

ロ
ト
①
［
（
．
壱
ご
甸
宮
日
。
閨

『
①
①
［
ず
．
｛
弓
、
也
甸
冨
昌
⑪
泪
○
］
言

ｇ
⑦
［
の
・
一
己
、
日
呵
瑁
、
呵
困
（
三
）
即
日
ｑ
：
白
の

（
］
言
）
［
①
の

９
つ
［
（
．
君
、
【
⑤
、
①
日
甸
】

●

毛
つ
［
（
．
『
ご
己
【
⑤
、
の
日
甸
】

●

」
①
①
［
の
．
壱
、
⑤
雪
⑤
ロ
ロ
伊

》
ぬ
①
⑦
［
（
・
『
ご
芭
凹
召
切
⑤
［
『
】
言

言
の
［
．
．
『
弓
、
句
、
口
】

弓
①
［
《
垣
。
、
両
日
甸
涕

（
弓
①
［
《
呵
昌
用
。
】

５
名
ゴ
ヨ

口
＠
の
［
・
｛
□
ご
Ｃ
雪
（
四
）
、
ロ
【
９
９
口
ロ
⑪

●

（
日
）
句
①

（
】
ご
）
の
①
召
の
頃

の、○出｝
ヶ閂①戸一「０』ＰｏＵ

品二⑭①閂］‐①の凶○二

ロ
◎
垣
。
①
当
ロ
『
①
消
○
］
①
△
の
ロ
①
ロ
ロ
ロ
汽
二
に
房
甸
消

●

ロ
①
］
⑤
①
ロ
①
①
□
①
シ
甸
昌
。
］
ｐ
Ｅ
ｏ
ｐ
】
の
で
○
○
凶

鞘
①
回
］
。

ロ
⑤
口
甸
帛
日
の
①
の
８
二
Ｑ
ｐ
①
も
］
室
呵
昌
口
の
］
面
①
陰
日
ｂ
口
甸
の
白
○
己
日
房
［
８
『
日
［
Ｑ
［
の
［
二
面
僧

い
る
『
ご
ぺ
昼
。
、

‐
２
菖
嵩
『

（
●
・
四
国
）
＋
（
①
（
困
国
）
＋
（
＋
）
［

日
二
巴
訶

（
］
ご
ｊ
（
国
国
）

＋

（
曰
の
四
）
＋

（
曰
の
四
）
＋＋

鴬
（
日
）
＋

①
】
⑤
ロ
の ＋

ご
滝
員
則

‐
ｈ
Ｐ
、
忠
、
ご
苫
ｄ

い
く
Ｑ
ご
回

（
曰
の
四
）
＋
（
＋
）
囚

５
つ
で
里
Ｐ
｛
｛
口
、
Ⅱ
①
ご
息
の
二
Ⅱ
国

□
ご
）
＋

○

（
国
）
＋
（
’
百

ｍ
ロ
渭
二
］
○
口

＋
（
１
）
［

日
畠
巴
く

己
①
如
消
呵
昌
。

‐
の
｛
で

の
［
目
消
。
』
巨
戸

串
。
．
○
屋

器
（
＋
）
、

（
１
）
①

ロ
。
｛
苗
西
日
呵
日
⑤
二
○
】
○
門
】
『
ｃ
『
○
［

（
＋
）
ト

日
二
巴
詞

［
⑤
白
眉
■
○
℃
二
⑤
｝
。
、
ロ
雪
①
①
》

掴
開
朋
銅
距
（
へ
）
口
。
三
日
［
且
武
の
目
冨
で

（
１
）
［

己
出
①
四
口
の
①

］
閂
○
串
〔
臣
。
。
の
［
で

（
１
）
①

逼
呂
記
ニ
ト
の
の

宮
白
甸
の
。
［
Ｕ
｛
ｚ
『
⑤
日
日
ｏ
で
君
《
三
ｍ
｛
①
彦
串
ｏ
の
の
。
［

一
口
①
［
ロ
ー
回
①
梢
一
門
○
》

で
①
目
の
即
日
□

ロ
呵
口
呵
閂
、

⑪
Ｄ
石
田
Ｘ
①
首
○
○

＋
ロ
３
串
①
｛
呵
白

何
局
日
呵
図

十
日
二
２
く

｛
○
口
白
二
君
国

呵
宅
日
甸
】 （
（
『
日
逼
の
口
の
）
①
で
の
ロ
日
Ⅱ
］
言
（
梢
の
』
｛
｛
Ⅱ
自
宅
ｂ
○
○
｛
二
Ⅱ
四
ｍ
器
粥

の
８
①
［
。
◎
の
百
○
己
｛
彦
亜
（
１
）
｛
の
８
の
｛
。
。
の
己
渭
筐
恥
（
＋
）
躯
升

⑤
①
。
昌
消
消
口
『
つ
つ
口
甸

の
、
己
の
、
⑤
Ｑ
の
、
。
。
［
「
①
』
⑤
ロ
①
二
｝

円
の
□
ロ
コ
ロ
『
ロ
ロ
へ
助
ロ
ロ
旨
［
目
○
ヶ

の
⑤
①
の
コ
ロ
ロ
（
ロ
【
呵
口
。
【
門
］
の
口
、
［
Ｑ
①

の
の
①
ロ
｛
国
国
『
つ
つ
ロ
ロ

で
句
の
回
①
須
一
ロ
［
【
し
回
①
口
［
①
①
｝

（
、
ロ
【
Ｑ
⑪
ロ
、
］
二
ｍ
『
［
の
耳
○
コ
、
口
呵
［

］
二
ｍ
［
①
足
房
｝
○
の
⑪
。
［

缶
呵
の
⑪
ロ
⑤
ロ
（
ロ
『
呵
皀
｛
⑩
ロ
『
〔
ロ
○
で
Ｐ
口

の
□
①
。
■
出
出
口
（
で
］
ロ
の
］
の
【
の
渦
①
□

□
①
○
二
渭
消
呵
揖
で
の
①
ｍ
ｐ
ｍ
の
ロ
ロ
①
の
。
。
［

ず
ロ
『
ロ
ロ
［
⑤
ロ
｛
【
目
。
□
二
呵
茸
○
．
即
自
⑤
［

ロ
◎
垣
口
車
ロ
｛

二
。
⑤
ロ
閂
。
］
、
｝
。
、
ロ
雪
①
①
》

石
口
⑤
ロ
【
⑰
ｑ
Ｑ
【
梢
］
の
⑤
、
【
Ｑ
①

（‐［ロレロロ）

口
①
○
二
糾
拐
⑤
【
つ
つ
ロ
⑤

（
ロ
。
『
、
①
淵
［
⑤
白
戸
目
○
で
Ｐ
⑤
］
串
①
［

〔‐［国。『閂ごロ○二ｏｏ９ｑロム｝①｛
［
ロ
レ
ロ
ロ
）
ロ
渭
呵
９
［
呵
口
『
〔
■
○
つ
二
口

⑤
（
９
。
［
［
二
［
目
呵
で
ロ
⑤

の
①
日
８
９
日
［
の
｛
⑰
。
白
｛
［
○

戸
三
ｓ
○
日
ｘ
①
の
①
叩
く
ｄ
Ｚ

⑤
①
。
昌
渭
消
口
｛
で

貝
。
、
□
之
三
つ
『
の

口
の
怠
日
⑤
日
両
国
田
呂
囚

星
の
口
二
○
房
○
円
］
言
①
⑰
［

再
【
邑
呵
渭
呵
の
】
言
○
》
の

○
門
學
○
円
冨
忌
『

。
【
】
○
倍
］
言
○
ｍ
①

○
門
“
○
倍
■

」
の
」

（５４）



379

ｒｄｓｏｆｈｕｍａｎｉｎｆｅｃｔｉｏｎｗｉｔｈＡ化soccsZo/cZcs

Z/"どａｍｓ（Cestodes）inJapanTheResearch

BulLMegroParasitMuseum(1)，１－７．

９）小林瑞穂・長瀬啓三・大友弘士・粕谷志郎・岩

間明・渡辺和則(1974）：MCsoccsZloiaesZﾉﾉZea/'ｲｓ

の人体寄生例，日本における第９症例について．

岐阜医紀，２２(3)，472-477.

10）小坂晋（1942）：M2SoCeSro/`ｅＳＪ/"どα/【`Ｓの最初

の人体寄生例．実験消化器病学，17,405-408.

11）久木義一(1971）：Mbsoceslloi‘んｓ属条虫のLife‐

Historyに関する研究．１．日本キジより発見

されたMCsoccsrMJFsspの幼虫について．獣

医畜産新報，（551)，1143-1146.

12）熊田信夫。水野さほ子・加藤義昭・水野孝彦・

大矢博・鈴木孝。服部孝至（1972）：ハルsoccsZo‐

ノｃＪｂＭ/"ａｗｓの人体寄生例，日本における第８

症例について．寄生虫誌，２１(5)，336-345.

13）熊田信夫・加藤義昭・水野さほ子（1972）：日本

産MbJoceszLo/`Ｃｓ属条虫に関する研究．１．マ

ムシから検出されたtetrathhridiumの形態，

特に無'性増殖像の存在について．寄生虫誌，２１

（増)，70.

14）熊田信夫・加藤義昭・水野さほ子（1972）：日本

産MbzIAocesroicJcs属条虫に関する研究．２．

マムシから得られたtetrathyridiumによる動

物感染実験成績．寄生虫誌，２１(増)，７１．

１５）宮城敏夫・古沢啓吾・大島テル・分島整・小津

茂弘・会田忠次郎・加納六郎・金子清俊・篠永

哲・宮本健司(1965）：MesocesZLojcJes（?）の人体

寄生例．寄生虫誌，14(7)，613-614.

16）森下哲夫・小林瑞穂・五藤基・江口孝・森山和

典・大橋三与治(1964）：Ｍｂｓｏ“Ｗ〃Ｃｓ肋,eα/((ｓ

（条虫類)の日本における人体寄生の第３例．寄

生虫誌，13,101-104.

17）森下哲夫・小林瑞穂･長瀬啓三･渡辺和則(1973）

MBsocesMaesZi"eａｍｕｓ（有線条虫）の１例．寄

生虫誌，２２(増)，100.

18）Sawada、ＬａｎｄＫｕｇｉ,Ｇ(1973）：Anewcest-

ode、MesocestoicmPα"ciresr/c"J"s，froma

Badger,ＭﾉcZLeγe"ｓＰﾉｰoCyo"o枕s,inJapanJap
JParasit22(1)．45-47.

19）田中寛・宮本健司・金子清俊・小津茂弘・会田

忠次郎（1967）：MbSocesZo枕Ｍｉ"ｅａｍＳの人体

寄生例．寄生虫誌，１６(5)，369-374.

20）Witenberg，Ｇ（1934）：Ｓｔｕｄｉｅｓｏｎｔｈｅｃｅｓｔ－

ｏｄｅｇｅｎｕsMbsoccsZo/c、、ＡｒｃｈＺｏｏＬＩｔａｌ

20,467-504.

21）Yamaguti，Ｓ（1942）：A化socesZoMes肋ｚｅａｍＳ

（Goeze,1782）ａｓａｐａｒａｓｉｔｅｏｆｍａｎｉｎＪａｐａｎ

ＮａｉｇａｉＳyuppan，Kyoto、６，ｐｐ．

よってMbsoceSro/火ｓ属条虫完全虫体７隻の排虫をみ
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生の第10例目である．
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盤のみがみられた．排出虫体の大きさはほぼ30～65ｃｍ、
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尚，本論文の要旨は第34回日本寄生虫学会東日本大会

で発表した．
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WholeadultwormofMi2soccsroiｃＪｃｓＺｊ"eaZzzsdischargedfrompatient，

Scolexoftheworm（notstained）

Immatureproglottides，ventralview（Alumcarminestained)．

Fullygravidproglottid,ventralviewjparuterineorganarｅｓｈｏｗｎ（Haematoxylinstained)．

Ｐｈｏｔｏ、１．

Ｃ
Ｏ
０
０
ｏ

ｔ
ｔ
●
ｔ
ｔ
ｔ

Ｏ
０
０
Ｃ
Ｏ

Ⅶ
、
１
，
１
，
１
，
１
ｎ

Ｐ
－
Ｐ
ロ
Ｌ
Ｐ
Ｐ

０】

Ｕ
■
●
●

⑪
．
「
〕
’
勾
加
４
一
一
‐
「
）
（
い
、
〉

E只只ｓ（notfixed)．

（５７）



382

: Abstract j

THE 10TH CASE OF HUMAN INFECTION WITH MESOCESTOIDES

LINEATUS (CESTODA : CYCLOPHYLLIDEA) IN JAPAN

Noboru KAGEI, Michie KIHATA

(Division of Parasitology, the Institute of Public Health, Tokyo, Japaii)

SUMITAKA SHIMIZU, MASAO URABE

(The Department of Infectious Diseases, the Institute of Medical Science

of the University of Tokyo, Tokyo, Japan)

AND Akira ISHII

(The Department of Parasitology, the Institute of Medical Science of the

University of Tokyo, Tokyo, Japan)

The infection with tapeworms of Mesocestoides sp. has been rarely reported. This is

the 10 th case of human infection with this tapeworm in Japan, which bring the total number

of reported cases to fifteen in the world.

In May, 6 1974, a 46 years old man living in Yokohama-city visited to the hospital of

the Institute of Medical Science, the Univerity of Tokyo, with the chief complaints of abdomi

nal inflation and discharging the small, white and worm-like segments in the stool.

Physical examination at the hospital were almost normal.

After the administration of 1.0 g of atebrin with pre- and post-purgation, seven fully

developed worms were evacuated and all of them had the scolexces (Photo. 1.). The size of

complete worms ranged from 30 to 65 cm. in length and 1.95 mm. in maximum width at gravid

segments. The scoleces had four distinct unaremed suckers but no rostellum (Photo. 3). The

tapeworms passed from the present case were identified as Mesocestoides lineatus (Goeze, 1782)

Railliet, 1892, from morphological characteristics of the cirrus sac, a bend of anterior portion

of uterus and paired ovaries and yolk glands in the mature proglottid, and the size of charac

teristic paruterine organs (0.60-0.80 by 0.48-0.52 mm) and mature eggs (38.6 (36.0-40.2) by 30.7

(28.8-34.6) p) in the fully gravid proglottid.

The infection of this case was probably derived from eating raw snakes, because the

patient had the peculiar habit to eat uncooked heart, liver, muscle and blood of the snakes

(Agkistrodon halys), for past 10 years as seen in the other cases in Japan (Table 2).

( 58 )




